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育苗管理について 
【目標苗質】 

 近年、５月後半に気温が高くなることが多く、移植時の苗の葉令が進み過ぎ、苗質の低下や早

期異常出穂の発生が多く見られます。特に、成苗ポットでは適正葉数を超えないように注意しま

しょう（表１）！ 

【育苗管理】 

① は種～出芽揃  （図１） 

 出芽時の温度は籾の位置で測定し、 

３０～32℃を保つよう調節する。 

 40℃以上になってしまうと、高温障

害による発芽不良の発生や、重度の

場合は枯死してしまうため、温度管理

には十分注意する。 

👉特に、成苗ポットは空間が多い為 

  日光が当たりやすいので注意！ 

 二重トンネルは低温時の日中と夜間

のみ行う。 

 出芽率が 70%程度になったら、二重被覆を剥がす。 （※出芽＝白い芽が少しでも出ている状態） 

 かん水は、乾かない程度に行う。 

るもい農業情報ひろば
留萌農業改良普及センター南留萌支所
TEL：0164-42-8493
FAX：0164-42-4079

ホームページ
http://www.rumoi.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/a0003/b0032/

技術・営農情報、FAX情報 QRコードから
アクセスできます

表１ 育苗の基準 

 育苗日数 移植時葉数（葉） 
草丈 

（㎝） 

第一鞘高

（㎝） 
分げつ その他 

成苗 

ポット 
30～35日 

ゆめぴりか：3.6～4.3 

ななつぼし：3.6～4.0 
10～13 

2.5㎝ 

以下 

有 
2.5葉期以降は

25℃以上にしない。 

中苗 

マット 
30日程度 3.1以上 10～12 － 

追肥：N 1.0g/箱 

①1.0-1.5葉期 

②2.0-2.5葉期 

稚苗 

マット 
20～25日 2.0～2.5 8～12 － 

追肥：N 1.0g/箱 

①1.0-1.5葉期 

密播 

中苗 
３0～３5日 2.6以上 10～12 － 

追肥：N 2.0g/箱 

①1.0-1.5葉期 

②2.0葉期以降 

 

図１ 育苗管理のポイント （は種～出芽揃） 

 

ハウス温度は
35℃以下！！

種もみが乾かない
程度にかん水！

昼間

二重被覆は出芽率が70%になったら剥がす！！

種もみの位置で
30～32℃を保つ！

二重トンネルは低温の
日中と夜間のみ！

夜間

２ページ目へ！ 



② 出芽揃～1.5葉期 （図２） 

 かん水は、苗の生育に必要な量とし、過

湿を防止し発根を促進する。 

👉毎日のかん水は根張り不良に 

  つながります！ 

 かん水は晴天日の早朝に行い、葉先に

水滴が少ない場合はたっぷりとかん水

する。 

 ハウス内温度は、葉先の位置で 20～

25℃を保つようにする。 

 極端な低温管理は後半の草丈が伸びにくくなることから、夜間の温度は 10℃以下にしないよう

に日没直前にトンネルをかけて温度を保つ。 

 

【追肥】 

 稚苗マット苗は追肥を１回、中苗マット苗・密播中苗では追肥を２回行う（表２・表３）。 

※ 成苗ポット苗の追肥は原則不要です。 

※ ３回目の追肥は必要に応じて行いましょう。 

 施肥後は必ずかん水し、肥料分を洗い流す。 

図２ 育苗管理のポイント（出芽揃～1.5葉期） 

 

ハウス内は葉先で
20～25℃

肩換気が基本ですが、
高温時は裾換気も行いましょう！

かん水時は床土全体に水が
行き渡るようにたっぷりと！

夜間は10℃以下
にしない！ 早朝に外し

日没前に掛ける！

昼間 夜間

表２ 追肥の基準 

育苗様式 １回目 ２回目 ３回目 １回当たり追肥量 

稚苗マット 1.0～1.5葉期 － － N 1.0g/箱 

中苗マット 1.0～1.5葉期 2.0～2.5葉期 （3.0葉期） N 1.0g/箱 

密播中苗 1.0～1.5葉期 2.0～2.5葉期 （3.0葉期） N ２.0g/箱 

 

表３ 追肥例 

 肥料銘柄 箱(冊)当たり必要量 坪当たり必要量 

例１ 液肥（18-6-0） 100倍液で 0.5L 100倍液で９L 

例２ NP化成 57 ７g 120g 

例３ 硫安 ５g 90g 

 

 

農 作 業 事 故 に 注 意 し ま し ょ う ☺ 


